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平
成
六
年
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一
〇

八

元
暁

に
お
け
る
行
に
つ
い
て

藤

能

成

一

元
暁
に
お
け
る
行
論
を
概
観
し
、
彼
の
実
践
し
た
行
法
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
る
。
さ
ら
に

『
起
信
論
疏
』
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て

言
及
し
た
い
。

元
暁
は

『
起
信
論
疏
』
に

『
大
智
度
論
』
よ
り

「
仏
法
大
海
、
信
為

能
入
。
智
慧
能
度
」

の
文
を
引
用
し
仏
道
に
お
い
て
は
、
信
と
智
が
根

　
　

　

本
で
あ

る
と
の
立
場
を
明
か
す
。
即
ち
信
を
起
こ
し
て
仏
法
に
入
り
、

人
執
、
法
執
の
二
執
分
別
を
捨
て
、
無
分
別
智
を
得
て
如
来
家
に
生
ま

つ

れ
、
仏
位
を
紹
ぐ
の
だ
と
言
う
。
信
を

起

こ
す
と

は

「得
起
決
定
之

信
。
信
解
大
乗
唯
是

一
心
」
を
意
味
し
、
す
な
わ
ち
信

の
成
就
の
こ
と

で
あ
る
。
元
暁
に
お
い
て
仏
道
を
進
む
行
は
止
観
で
あ
る
。

明
諸
教
門
錐
有
衆
多
。
初
入
修
行
不
出
二
門
。
依
真
如
門
修
止
行
。
依
生
滅

(
2
)

門
而
起
観
行
。
止
観
双
運
。
万
行
斯
備
。
入
此
二
門
。
諸
門
皆
達
。

と
、
真
如
門
と
生
滅
門

の
二
門
に
よ
り
、
止

・
観
を
修
す
れ
ば
、
万
行

は
斯
備
さ
れ
、
諸
門
は
皆
達
さ
れ
る
。
元
暁
は

一
心

二
門

の
法

こ
そ

(
3
)

「如
来
所
説

一
切
法
門
之
根
本
義
」
だ
と
見

て
お
り
、
止
観
は
そ
の
法

に
則

っ
た
行
で
あ
る
と
す
る
。
『起
信
論
』

に
お

い
て
は
、
止
観
に
つ

い
て
は

「修
行
信
心
分
」

に
説
か
れ
る
が
、
元
暁
は

『起
信
論
疏
』

に

お
い
て

「修
行
信
心
分
」
を
重
要
視
し
て
い
る
。

(
4
)

修
行
信
心
分
者
。
依
釈
起
信
。
必
応
進
修
。
有
解
無
行
。
不
合
論
意
故
。

ま
た

「勧
請
利
益
分
」
も
、
修
行
信
心
を
必
ず
修
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

(
5
)

を
勧
め
る
も
の
だ
と
し
て
お
り

「修
行
信
心
分
」
の
中
心
で
あ
る
止
観

を
重
要
視
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

二

元
暁
に
お
け
る
行
論
は

『
金
剛
三
昧
経
論
』
に
至

っ
て
完
成
さ
れ
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
は

『金
剛
三
昧
経
』

の
要
は

一
味
観
行

(
6
)

で
あ
り
、
宗
は
十
重
法
門
で
あ
る
と
述
べ
る
。
観
行
と
は
、
観
と
行
で

あ
り
、
観
は
境
と
智
を
横
に
結
び
、
行
は
六
行
備
足
の
因
よ
り
、
五
法

円
満
の
果
に
至
る
ま
で
の
竪
の
関
係
を
示
す
。
六
行
と
は
初
信
解
よ
り

等
覚
に
至
る
六
段
階
の
行
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
観
に
よ
り
境
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元
暁
に
お
け
る
行

に

つ
い
て

(藤
)

一
〇
九

(真
俗
双
浪
)
と
智

(本
始
両
覚
)
が
通
じ
る
。
六
行
が
達
成

さ
れ

る
と

き
、九
識
転
顕
顕
無
垢
識
為
浄
法
界
。
転
余
八
識
而
成
四
智
。
五
法
既
円
三
身
斯

(
7
)

備
。
如
是
因
果
不
離
境
智
。
境
智
無
二
。
唯
是

一
味
。

と
、
五
法
が
円
満
さ
れ
、
境
智
が
無
二
と
な
る
の
で

一
味
と
呼
び
、

一

味
観
行

を
要
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

次
に
十
重
法
門
と
は
、

一
門
よ
り
九
の
法
門

へ
と
展
開

す

る
も

の

で
、
九
門
は
ま
た
す
べ
て
最
初
の

一
門
に
収

ま

る
。

一
門
と
は
、
「
一

心
中

一
念
動
。
順

一
実
修

一
行
。
入

一
乗
。
住

一
道
。
用

一
覚
。
覚

一

(
8
)
味
」

で
あ
り
、
こ
れ
ら
九
門
は

一
観
、
即
ち

一
味
観
行
に
収
ま
る
。

一
味
観
行
は
止
観
を
通
し
て
修
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
元
暁
に
お
け

る
行

の
体
系
は
、
十
信
位
に
お
い
て
は
仰
信
を
修
し
、
初
信
解
か
ら
十

住
、
十
行
、
十
廻
向
位

に
お
い
て
は
方
便
観
を
修
し
、
初
地
に
入

っ
て

(
9
)

か
ら
は
正
観
を
修
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
観
行
こ
そ
が
元
暁
に
お
け

る
仏
道

の
根
幹
な
の
で
あ
り
、
す
べ
て
が

一
心

・
一
味
で
あ
る
個
と
世

界
の
実

相
を
体
得
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
。

(
10
)

『
起
信
論
疏
』
に
お
い
て
も
、
方
便
観
と
正
観
を
区
別
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
は

『
金
剛
三
昧
経
論
』

に
見
え
る
ほ
ど
の
観
行
の
深
化
に
つ
い

て
の
緻
密

な
論
理
展
開
は
見
ら
れ
な
い
。

『
起
信
論
疏
』
で
は
、
止
観
の
定

義

は

『喩
伽
師
地
論
』
の

「菩
薩

地
」
に
依
り
、
ま
た
止
観
の
内
容

に

つ
い
て

は
同

「声
聞
地
」
に
依

り
、
九

種
心
住
と
四
種
慧
行
に
よ
る
止
観
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は

初
信
解
に
至
る
ま
で
の
段
階
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
声
聞
止

観

の
法
門
で
あ
る
が
、
こ
の
法
に
よ
っ
て
大
乗
境
に
趣
く
の
だ
と
元
暁

(
11

)

は
言
う
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
き
、
『起
信
論
疏
』
で
は
信
成
就

(初
信
解
)
に
至

る
ま
で
の
修
行
過
程
に
重
点
が
置
か
れ

て
お

り
、
『
金
剛
三
昧
経
論
』

で
は
、
信
成
就
以
後
の
修
行
過
程
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
止
観

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

三

元
暁
自
身
が
止
観
を
重
視
し
、
自
ら
そ
れ
を
実
践
し
た
こ
と
は

『
起

信
論
疏
』
の

「修
行
信
心
分

」
が
、
彼
の
実
体
験
を
も
と
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

明
ら

か
で
あ

る
。
元
暁
著

『
大
乗
六
情
臓
悔
』
に

は
、
よ
り
内
面
的

・
信
仰
的
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
。
『
大
乗
六
情
戯
悔
』

は
、
東
寺
派
の
宝
菩
提
院
に
写
本
が

一
部
伝
わ
る
の
み
で
、
こ
れ
は
鎌

倉
時
代
の
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
寛
永
十
年
に
書
写
さ
れ
た

『
高
山

寺
聖
教
目
録
』
に
そ
の
書
名
が
見
え
る
ほ
か
は
、
本
書
の
名
は
他
に
見

あ
た
ら
な
い
。
木
村
清
孝
博
士
は
、
「
例
え
ば

中
論
に
近
い
取
扱

い
方

を
思
わ
せ
る
業
論
や
、
夢
の
分
析
を
導
入
と
す
る
如
夢
三
昧
の
主
張
な

ど
は
、
少
く
と
も
元
暁
の
他
の
著
書
に
は
表
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
」
だ

と
し
て
、
本
書
を
元
暁
の
著
書
と
す
る
に
は
多
少
の
疑
問
が
残
る
と
さ

(
12
)

れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
疑
問
に
も
拘
ら
ず
、
本
書
は
元
暁
の
著
書

で
あ
る
と
見
た
い
。
『
金
剛
三
昧
経
論
』
「本
覚
利
品
」
に

『大
乗
六
情
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元
暁

に
お
け
る
行
に

つ
い
て

(藤
)

二

〇

戯
悔
』

と
同
内
容
の
文
が
見
え
る
。

論
日
。

一
切
有
情
無
始
已
来
入
無
明
長
夜
作
妄
想
大
夢
。
菩
薩
修
観
獲
無
生

(13
)

時
。
通
達
衆
生
本
来
寂
静
直
是
本
覚
。
臥
一
如
床
以
是
本
利
利
益
衆
生
。

と
あ
り
、
『
大
乗
六
情
俄
悔
』

の

「
我
及
衆
生
無
始
以
来
無
明
所
酔
」
、

「我
及
衆
生
、
唯
寝
長
夢
妄
計
為
実
」
、
ま
た

「
由
此
三
昧
得
無
生
忍
、

(
14
)

従
於
長
夢
諮
然
而
覚
。
即
知
本
来
無
流
転
、
但
是

一
心
臥

一
如
床
」
と

あ
る
の
に
対
応
し
て
お
り
、
夢
を
見
て
い
た
と
い
う
認
識
と
、
夢
か
ら

醒
め
て
ゆ
く
過
程
は
全
く
構
造
的
に

一
致
し
て
い
る
。

ま
た
本
書
中
の

「
如
夢
三
昧
」

の
如
夢
は

『大
乗
起
信
論
』

の

「
修

(
15
)

観
」
中

「
応
観
現
在
所
念
諸
法
胱
惚
如
夢
」
に
依

っ
て
い
る
と
見
て
良

い
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
元
暁
は
こ
の
文
に
続
く

「応
観
現
在
所

念
諸
法
猶
如
電
光
」

の
文

よ
り
、
『弥
勒
上
生
経
宗
要
』
に

「
電
光
三

昧
」
の
概
念
を
導
入
し
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

『
起
信
論

疏
』
に

「若
能
思
惟
如
前
諸
塵
。
唯
是
自
心
分
別
所
作
。
自
心
之
外
。

(
16

)

無
別
塵
相
」
、
「当
知
因
自
罪
障
所
発
。
則
応
勤
修
大
乗
餓
悔
。
罪
滅
之

(
17
)

後
定
当
自
顕
」
と
言

っ
て
い
る
こ
と
と

『大
乗
六
情
戯
悔
』
に
お
け
る

罪
の
扱

い
が

一
致
し
て
い
る
点
も
、
本
書
が
元
暁
著
で
あ
る
こ
と
の
証

左
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。

本
書

に
よ
れ
ば
、
元
暁
の
修
行
過
程
は
①
十
方
無
量
の
諸
仏
に
帰
命

し
、
②

今
仏
前
に
深
く
悪
憶
を
生
じ
、
③
菩
提
心
を
発
こ
し
、
④
誠
心

餓
悔
し
、
実
相
を
思
惟
し
、
⑤
髪
髭
と
信
解
し
、
⑥
数

々
思
惟
し
、
夢

観
し
、
⑦

漸
々
に
如
夢
三
昧
を
修
得
し
、
⑧
三
昧
に
よ
っ
て
無
生
忍
を

得
、
長
夢
よ
り
諮
然
と
覚
す
、
と
い
う
過
程
を
示
し
て
い
る
。
無
生
忍

(
18

)

は

『
金
剛
三
昧
経
論
』
に
は
初
地
に
お
い
て
証
す
と
さ
れ
る
。

元
暁
は
、
自
分
自
身
の
内
に
あ
り
な
が
ら
、
自
身
を
超
え
た
智
慧
と

し
て
の
諸
仏
へ
の
帰
命
を
第

一
に
置
く
。
ま
た
こ
こ
に
見
ら
れ
る
誠
心

俄
悔
と
実
相
に
つ
い
て
の
思
惟
は
止
観

に
お
け
る
彼
の
内
面
で
あ
り
、

止
観
の
内
容
で
あ
る
。
思
惟
と
蛾
悔
に
は
、
二
つ
あ

っ
て
、
自
ら
の
罪

業
障
に
つ
い
て
の
も
の
、
.ま
た
六
情
放
逸

に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
止
観
に
よ
り
髪
髭
信
解
し
、
初
信
解
よ
り
十
住
、
十
行
、
十

廻
向
、
初
地
の
位

へ
と
深
ま
り
、
如
夢
三
昧
と
し
て
完
成
さ
れ
無
生
忍

を
得
る
。
彼
は
こ
の
信
解
が
諸
仏
の
不
思
議
薫
を
内
因
と
し
、
外
に
は

諸
仏
の
大
悲
願
力
に
依

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
受
け
と
め
て
い
る
。
自

ら
謙
虚
に
な
り
、
内
と
外
か
ら
諸
仏
に
生
か
さ
れ
、
導
か
れ
て
い
る
と

い
う
元
暁
の
信
仰
体
験
の
告
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

『
大
乗
六
情
蛾

悔
』
に
は
元
暁
の
内
面
の
深
化
が
体
験
的
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
我
々

に
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

四

元
暁
は
、
信
を
成
就
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
止
観
行
の
ほ
か
に

兜
率
天
往
生
と
阿
弥
陀
浄
土
往
生
の
道
を
勧

め
て
い
る
。
兜
率
天
往
生

は

『弥
勒
上
生
経
宗
要
』
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
『弥
勒
上
生
経
』

(
19

)

を

「勧
物
修
観
之
真
典
也
」
と
し
、
観
と
行

に
よ
っ
て
兜
率
天
に
往
生

す
る
と
述
べ
る
。

こ
の
う
ち
観
と
は
、
彼
の
天
の
依
報
荘
厳
と
菩
薩
の
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元
暁

に
お
け

る
行

に
つ
い
て

(藤
)

一
二

正
報
殊
勝

を
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
観
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
言

う
。

(20
)

専
念
観
察
故
名
三
昧
。
而
非
修
慧
。
唯
在
聞
思
。
此
但
名
為
電
光
三
昧
。

こ
の
観

に
よ
り
、
無
上
道
に
お
い
て
不
退
転
を
得
て
、
信
が
成
就
さ
れ

る
。
弥
勒

の
導
き
に
よ
り
信
を
成
就
す
る
方
法
で
あ
る
。

次
に
阿
弥
陀
浄
土
往
生
で
あ
る
が
、
元
暁
が
阿
弥
陀
浄
土
往
生
を
勧

め
る
の
は

『起
信
論
』
の

「修
行
信
心
分
」
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
『
無
量
寿
経
宗
要
』
に
明
ら
か

で
あ

る
。
ま
た
彼
は
往
生
因
に
つ

い
て
次
の
如
く
述
べ
る
。

凡
諸
所
説
往
生
因
。
非
直
能
感
正
報
荘
厳
。
亦
得
感
具
依
報
浄
土
。
但
承
如

(21
)

来
本
願
力
故
。

往
生
因
は
、
如
来
の
本
願
力
を
承
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
正
報
荘
厳
と
依

報
浄
土
を
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
兜
率
天
往
生
の
因
が
、
正
報
と
依
報

を
観
ず
る
こ
と
で
あ

っ
た
の
に
照
ら
す
と
、
阿
弥
陀
浄
土

へ
の
往
生
は

観
ず
る

こ
と
が
で
き
ず
と
も
、
感
ず
る
こ
と
が
で
き
さ

え
す

れ
ぽ

良

い
。
『無
量
寿
経
宗
要
』
に
お
い
て
元
暁
は
、
『無
量
寿
経
』
中
の
上
輩

.
中
輩
は
修
観
を
行
う

こ
と
が

で
き

る
。
し
か
し
、
下
輩
は
修
観
が

で
き
な

い
け
れ
ど
も
、
仏
を
念
ず
る
こ
と
が
で
き
る

と
解
釈

し

て

い

(
22
)
る
。
阿
弥

陀
浄
土

へ
は
、
修
観
の
で
き
な
い
者
も
で
き
る
も
の
も
往
生

す
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
往
生
の
道
は
、
止
観
の
で
き
な
い
衆
生
が
弥
勒
菩
薩

.
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
の
働
き
を
受
け
て
観
じ
、
感
ず
る
も
の
で
あ
り
、

構
造
的
に
は
止
観
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

五

以
上
の
こ
と
か
ら
、
結
論
を
述
べ
る
と
、
元
暁
は

『
起
信
論
』
の

一

心
二
門
の
説
が
釈
尊
の
根
本
教
理
で
あ
る
と
確
信
し
、
真
如
門
に
よ
る

止
と
、
生
滅
門
に
よ
る
観
こ
そ
が
修
行
の
根
本
で
あ

る
と

考
え

た
。

『
起
信
論
疏
』
に
お
い
て
ぽ
信
成
就
ま
で
の
修
行
過
程
に
重
点
を
置
き
、

『
金
剛
三
昧
経
論
』
で
は
、
信
成
就
以
後
の
修
行
過
程
に
力
点

を
置

い

た
。
そ
れ
は
仰
信
よ
り
方
便
観

・
正
観

へ
と
至
る
観
の
深
化
の
過
程
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
仏
を
観
じ
て
ゆ
く
過
程
が
彼
の
行
論
の
骨
格
で
あ
る

と
言
え
る
。
兜
率
天
往
生
と
阿
弥
陀
浄
土
往
生
も
、
仏

・
菩
薩
の
正
報

と
依
報
を
観
じ
、
感
ず
る
こ
と
が
往
生
因
と
さ
れ
て
お
り
、
観
を
骨
格

と
し
た
彼
の
行
論
の
体
系
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に

『起
信
論
疏
』
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
所
収
の

『起
信
論
疏
』

(
一
八
八
四
)
は
、
二
二
四

頁
b
よ
り
、
二
二
五
頁

c
ま
で
に
、
大
き
な
文
脈
の
乱
れ
が

見

ら
れ

る
。
『大
乗
起
信
論
疏
記
会
本
』
(海
印
寺
蔵
)
と
の
校
合
に

よ
れ
ば
、

二
二
四
b
の
七
行
目

「復
有
余
」
は
二
二
四

c
八
行
目

「触
次
第
」
に

続
き
、
二
二
五
b
の
六
行
目

「正
為
」
は
、
二
二
四
b
七
行
目

「
(第
)

三
智
慧
観
察
」
(第
が
欠
字
)
に
続
く
。
さ
ら

に
二
二
四
c
の
八
行
目
の

「謂

(無
)」
(無
は
重
複
)
は
、
二
二
五
b
の
七
行
目
の

「無
常
」

に
続

く
。
以
上
の
よ
う
に
前
後
が
入
り
乱
れ
て
い
る
。
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元
暁

に
お
け
る
行

に

つ
い
て

(藤
)

-

二

1

大

正
四
四
ー

二
〇

四

c

2

大
正
四
四
ー

二
〇
四

b

3

同

二
〇

五

a

4

同
二
〇
五

c

5

勧
請
利
益
分
者
。
錐
示
修
行
信

心
法
門
。
薄
善
根
者
不
肯
造

修
。
故
挙

利
益
。
勧

必
応
修
。
(
同
二
〇
四

c
)

6

大
正

三
四
ー
九
六

一
a

7

同
九
六

一
b

8

同
上

9

問
此
方
便
観
為
在
何
位
。
答
若

仰
信
修
在
於
十
信

。
其
相
似
観
在

三
十
心
。

(
同
九
六
五

b
)

10

但
今

訳
此
論
者
。

為

別
方
便

及
與

正
観
。

(
大
正

四
四
ー

二
二
二

a
)

11

同
二
二
二

a
～

c

12

『韓
国
仏
教

セ
ミ

ナ
ー
』

三
八
頁
、

一
九
八

五
年

一
二
月
刊

13

大
正

三
四
ー
九

七
七
b

14

大
正

四
五
ー
九

二

一
c
～
九

二
二

b

15

大
正

三
二
ー

五
八

二

c

16

大
正

四
四
-

二
二
三

c

17

同
二
二
五

a

18

地
前
凡
夫
聞

説
此
品
能
初

地
無
生
忍
故
、
大
正

三
十
四
ー
九
七

七

a

19

大
正

三
八

ー
二
九
九

b

20

同
二
九
九

c

21

大
正

三
七
ー

一
二
八

b

22

同
上

〈
キ

ー
ワ
ー
ド
〉

元
暁
、
行
、

新
羅

(
九
州
龍
谷
短
期
大
学
専
任
講
師
)
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